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【目 的】 

北海道と積雪寒冷環境を共有するカナダのOntarioにおいて, 在宅の成人の脳性麻痺の人

たちが屋外で過ごす時間は,冬季に大きく減少し機能障害が進行すると Wijekoon, S. et al 
(2015) 1) 

は報告している. 北海道において Shirado et al (1995) 

は, 脊髄損傷者の 90 %以上

の者は冬季でも買い物や医療のために外出せざるを得ないが, 車椅子の前輪の雪中の埋没, 
スリップ, 駆動する手のしびれ, 凍傷などによる外出困難の問題をあげている

2).  大川戸

たち（2008）は, 雪上での車椅子移動の実験から, 凍結路面での車椅子はスリップで自力走

行は困難となり介助者も足が滑って車椅子を押せない、新雪が 3 cm 積もると後輪がスリッ

プして走行不能となり, 深雪では車椅子はもとより下肢不自由者, 視覚障がい者, 高齢者

他も歩行に支障をきたすと指摘している

3). 以上の問題背景から, 全域が豪雪地の北海道

において冬季の身体活動機会が最も不利な状況に置かれている身体障がい者の無雪期, 積
雪期の外出, 運動・スポーツの実態およびその影響要因を明らかにし, 今後の方策を探索す

るための調査を実施した. 
 

【方 法】 

北海道内で身体障がい者手帳を持ち, 在宅で四肢または下肢麻痺により車椅子を使用し

て生活している人たちを調査対象者として, 2014 年 2 月～3 月, 無記名の自己記入式アンケ

ートを実施した. 調査項目は, ①身体障がいの内容, ADL(日常生活活動), 治療中の疾患, 
②無雪期・積雪期別の外出方法, 頻度, 運動・スポーツ実施状況, 利用している施設, ③外

出困難の理由, ④運動スポーツ実施頻度を増やすために必要な条件などであった. 本調査

計画は, 中部大学倫理審査委員会の審査・承認を経て, 調査対象者に対してインフォームド

コンセントを得て実施した.  
 

表 1  有効回答数の内訳 （平均値±標準偏差） 

一般成人 学生 アスリーツ 

N 男 9、女 8 男 1、女 2 男 12 

年齢範囲（歳） 20～76 9～20 21～48 

年  齢（歳） 44.2±18.0 15.0 36.7±8.4 
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表 1 に有効回答の内訳を示す. 地域別内訳は, 札幌 13 名（石狩市を含む）, 苫小牧 3
名, 旭川 12 名（東神楽を含む）, 士別市 4 名（剣淵を含む）であった. 回答者は, アスリー

トとして活発にスポーツに参加している群, 一般成人群, 学生群に分類された. 本研究で

は「アスリーツ群」12 名と一般成人 17 名と学生 3 名を合わせた「一般・学生群」との比

較検討を行った.  
統計処理は, 群間の割合は χ2

検定およびマン・ホイットニ検定を用いた. 有意水準の判

定は, 危険率 0.05 以下とした. 
 

【結 果】 

（１）障がいの内容 

 障がいの内容は, 脊髄損傷および麻痺により上肢, 下肢, 四肢の運動機能に制限を有す

る者で合わせて言語, 視力障害も有する者も各 1 名, その他の障がいが 4 名含まれていた. 
移動に使用する器具は, 一般・学生群およびアスリーツ群で自走式車椅子は, それぞれ

40 %および 75 %, 電動車椅子は, 0 %および 25 %, 杖が 50 %および 20 %, 補装具が 25 %お

よび 10 %であった.  
（２）健康状態 

現在治療中の疾患は, アスリーツ群の 67 %が「なし」と答えたのに対し, 一般・学生群

では脳神経系, 腎泌尿器系, 消化器系が 25 %, 呼吸器系, 整形外科系が 20 %などさまざま

な疾患を抱えている者が多かった. 何らかの疾患を有する者は, アスリーツ群に対して一

般・学生群が有意（p < 0.05）に多かった.  
（３）ADL（日常生活活動） 

ADL の 11 項目のうち食事, 入浴, 整容, 着衣, 排尿管理, 排便管理, トイレ動作, 椅子と

ベッドの移動, コミュニケーション能力の 9 項目において, アスリーツ群は 90 %以上が自

力でできると答えたのに対し, 一般・学生群は何らかの介助を必要とする割合が高めであ

ったものの, 差は有意ではなかった.「移動」（45 m 以上の歩行）および「階段昇降」の 2
項目においては, 「自分一人でできる」と答えた割合は, アスリーツ群がいずれも 75 %で

あったのに対し, 一般・学生群はいずれも 25.0 %と有意（p < 0.05）に低かった.  
（４）移動能力と冬季の外出の抑制 

自分で車を運転して運動・スポーツの目的で外出できるか否かは, 冬季の活動性に大き

な影響要因となると考えられる. アスリーツ群では, 無雪期, 積雪期を通して全員が自分

で運転して外出ができると答えたのに対し, 一般群では無雪期が 29.4 %, 積雪期が 11.8 %
とはっきり差が見られた（p < 0.01）. 

「外出で困ったこと」として, 「特にない」と答えた割合は, 無雪期にはアスリーツ群が

50 %, 一般・学生群では 45 %であったが, 積雪期にはそれぞれ 16.7 %, 17.6 %といずれも減

少し, 「移動が困難」と答えた割合は, 無雪期と積雪期でアスリーツ群が 16.7 %から 58.3 %, 
一般・学生群が 30 %から 65 %と大きく増加した.  
（５）スポーツの好き嫌い, 実施状況 

 スポーツの好き嫌いも両群で大きく異なっていた. アスリーツ群では, 91.7 %が「好き」, 
8.3 %が「まあまあ好き」と答えていたのに対し, 一般・学生群では「好き」が 30 %, 「ま

あまあ好き」が 25 %, 「ふつう」が 10 %, 「あまり好きでない」が 15 %, 「嫌い」が 20 %
と分散が大きい. この割合を反映して「普段から運動・スポーツ実施を心がけていますか」

という問に対して, アスリーツ群は全員が「心がけている」と答えたのに対し, 一般・学生
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群では 20 %と有意に低く（p < 0.01）, 「特に心がけていない」が 75 %, 無回答が 5 %と, ス
ポーツへのモーチベーションの低さが懸念された.  
 実施しているスポーツは, アスリーツ群は, 「スケート・アイスレッジホッケー」および

「野球・ソフトボール」が 41.7 %, 「室内運動具を使った運動」が 33.3 %, 「テニス・卓

球, 車椅子テニス」および「車椅子ラグビー」が 25 %で, いずれも無雪期, 積雪期とも同じ

割合で, ほかに「車椅子バレー, 車椅子バスケットボール」（無雪期 16.7 %,  25%）と多彩

なスポーツを積雪期にも楽しんでいた. 一方, 一般・学生群は「スポーツはしなかった」と

答えた者が無雪期 45 %から積雪期には 60 %と増加し, 無雪期の「キャンプ, オートキャン

プ」（10 %）, 「サイクリング, サイクルスポーツ」（10 %）, 「ボート・カヌー」（5 %）な

どのアウトドアスポーツが積雪期には皆無であった.  
 「運動・スポーツの実施頻度」, 「運動・スポーツによる外出頻度」および「自宅での

運動・スポーツ実施状況」について, マン・ホイットニ検定及び χ２

検定を行った結果, 無
雪期, 積雪期ともアスリーツ群が有意（いずれも p < 0.01）に高かった.  
(６)気分・体調 

 無雪期と積雪期について気分および体調を 5 段階のスケールで比較した結果, 無雪期・

積雪期ともアスリーツ群が一般・学生群よりも良好な傾向を示し, 積雪期の体調について

はアスリーツ群が有意（p < 0.05）に良好な健康状態と答えた.  
（７）積雪期の運動・スポ

ーツの実施に必要なこと 

 図１は, 積雪期に運動・

スポーツの実施頻度を増

やすために必要と感じた

ことを複数回答可であげ

られた結果を示す.  
運動・スポーツ施設の利

用時間帯の拡大」は, アス

リーツ群の 58 %に対し一

般学生群は 0 %, 一方「自

宅で実施できる運動・スポ

ーツの開発」は, アスリー

ツ群が 0 %, 一般・学生群

が 35 %と明瞭に違いが見

られた. 両群共通にあげら

れたのは,「身近に運動スポ

ーツができる環境の充実」

であった.  
 

自由記述で「運動・スポーツの充実のために望むこと」として, アスリーツ群では, 

「車椅子での使用を断られたりする」, 「利用時間帯の拡大」など施設利用上の行政の 

理解不足」, 制約の問題, 一般・学生群では, 障がい者への理解,周囲のサポート, 社会の

理解と認知が進むなどの要望があげられた.  

 

図 1 積雪期に運動・ 
スポーツの実施頻度を

増やすために、必要な

こと（複数回答可） 
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【考 察】 

脊髄損傷者は、身体活動性が低く, 運動不足により内臓肥満が生じ生活習慣病が進行し

やすいことが指摘されている

4). 積雪寒冷地において冬季には路面の堆雪、凍結、シャーベ

ット雪などさまざまな障壁によって車椅子使用者の通行性は妨げられる

5). 大川戸ら

（2008）は, 圧雪路面, 凍結路面における車椅子通行の実験から冬道を車椅子で通行できる

条件として「凹凸を無くした硬い路面に砂を散布する」ことによる地域住民の協力を提言

している

3). 冬道は車椅子ユーザーの自力の通行が困難で介助者の必要なことが多い. Suda 
et al（2013）は, 雪上路面での車椅子の介助は車輪の雪への埋没などにより無雪路面よりも

運動強度が増加し, 高い筋力発揮が要求されることを報告している

6). 一方, こうした障壁

も介助に協力する人を増やすなどで共助の心を広げる機会ともなる.  
今回は, Shirado et al.(1995) 2)

によって指摘されている寒冷暴露下での車椅子走行に伴う

身体障がい当事者の健康上の問題, 四肢の疼痛, 上気道感染, 痙攣などの症状, 車椅子のス

リップや凹凸による転倒など安全性の問題について質問項目を設けなかったが, 回答者か

ら今後このような問題も取り上げる様要望があった.  
 

【結  論】 

 以上の結果, 身体障がい者間においてもアスリーツ群と一般成人, 学生の間で, 健康状

態, ADL,外出の機会, 方法, 介助の必要度, 運動スポーツに対する意欲, 実施率, 要望事項

などで異なっていることが明らかとなった. 積雪期に運動・スポーツ実施を可能にするた

めの条件として両群共通にあげられていたのは,「身近に運動・スポーツができる環境が充

実すること」であった. 一般社会人・学生群においては, 自宅で簡単にでき,場所をとらな

い, お金がかからない運動・スポーツ方法の開発と周囲のサポート体制の充実があげられ

た.  
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